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 研究概要 
   

本研究では、林野火災の消火活動に要求される様々な“機能”を発揮し、かつ“環境への影響”も 

最大限に配慮した「石けん系泡消火剤」を開発した。さらに、林野火災での泡消火剤の使用を想定し、

最適な消火資機材の開発および消防ヘリによる泡消火剤散布の消火効果について検討した。 

 

 研究内容、研究成果 

 

林野火災では山間部で水の確保が困難なことや、消防車両が火災現場直近まで進入することが困難

であるため、空中消火が主体となっている。泡消火剤は空中散布されることになり、消防ヘリや 

飛行艇からの自然落下で発泡する必要があるため、高い発泡性能が要求される。また、ヘリコプター

等への積載水量には大きな制限があり、給水・放水を繰り返す必要があるので、長時間泡が持続しな

ければならない。さらに、様々な使用温度に対応するため、寒冷地での使用も考慮する必要がある。 

そこで本研究では、環境への影響を配慮して、主成分として生物分解性が非常に高い石けんおよび 

キレート剤を選定し、3 L 機械泡消火器を用いた「発泡性試験」および JIS K2264 に準拠した「低温

流動点試験」により、最適な混合比率を決定した。また、重力により泡から排出される水の速度に 

着目した「泡の水分保持性能試験」により泡安定性を評価した。天然の多糖類であるキサンタンガム

とグアーガムを適量添加することで、目標となる泡安定性を実現した。 

環境性能については、泡消火剤を用いて消火活動を行った場合、近隣の河川に泡消火剤が流入する

可能性があり、水生生物への毒性が懸念されているので、様々な水条件における水生生物（ヒメダカ，

ミドリゾウリムシ）を対象とした「毒性評価試験」を行った。その結果、石けん系泡消火剤は、 

水道水と汽水において、海外製市販泡消火剤と比較して極めて低い毒性を示した。（表 1，表 2）また、 

消火剤散布後に環境中に長期残留しないことも重要であるので、活性汚泥中の微生物による「生物分

解性評価試験」を行い、有機物が 50%分解されるまでに要する時間を求めた。海外製市販泡消火剤と

比較すると、約 2.3 倍の早さで分解されることがわかった。（図 1）さらに、ヒメダカに対して致死 

濃度以下の濃度での「泡消火剤由来の遺伝子発現解析」を行った。その結果、林野火災用石けん系泡

消火剤は、遺伝子の異常発現を誘起しないことがわかった。 

林野火災用消火資機材については、走行放水が可能な林野火災用消防車輌に求められる機能を検討

し、コンセプト車輌を作製した。なお，本コンセプト車両については世界三大デザイン賞と称される

IDEA 賞および reddot 賞のダブル受賞を果たした。また、空中ヘリコプターに装着して使用する消火

バケツ装置の設計も行い、プロトタイプを作製した。 

平成 23 年 2 月 27 日に北九州市小倉南区平尾台で野焼きが行われた際に、草地火災を想定した消火

訓練を実施した。実際に火炎上に散布した場合、火炎は速やかに鎮火し、その後再燃しなかった。 

また、延焼阻止を目的として予め泡消火剤を草地に散布した場合、散布場所には火炎が燃え拡がらず、

延焼阻止効果を示すことが明らかとなった。（写真 1,2） 

 

 今後の展開、将来の展望 

 

林野火災が多発している米国・カナダ・オーストラリア・フランス・イタリア・東南アジア等を 

中心に海外市場展開を検討中である。米国においては、農務省林野局の規格認証を要求されるため、

認定機関による検定試験を受検する予定である。また、消防車輌に関しては、アジア諸国をターゲッ

トとしたマーケット調査により量産化モデルの仕様を取り纏めた後、実用化していく予定である。 
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 研究期間 
  平成 21 年 4月～平成 24 年 3月 

表 1 ヒメダカを用いた毒性評価 
半数致死濃度 LC50 （単位：ppm） 

 

表 2 ミドリゾウリムシを用いた毒性評価 

半数致死濃度 LC50 （単位：ppm） 
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図 1 生物分解性評価 

写真 1 野焼き時の散布の様子 写真 2 野焼き終了後に残存した草本 

純水 水道水 汽水
（25%ダイゴ人工海水）

林野火災用石けん系泡消火剤 55 200 650

海外製市販泡消火剤 85 25 7.5

※LC50の値が大きいほど毒性は低い 

 

純水 水道水

林野火災用石けん系泡消火剤 41～53 371～580

海外製市販泡消火剤 33 17


